
⑤再評価時等の評価状況

718百万円 182百万円

工事内容

①事業目的及び効果
　主要地方道甲府昇仙峡線にかかる長潭橋は、本県有数の景勝地である御岳
昇仙峡の玄関口に位置し、年間を通じて大勢の観光客で賑わい、長きにわた
り地域の観光業を支えてきた。また、当該地域の唯一の主要幹線道路でもあ
り、緊急時には緊急輸送路としての機能を担うものである。
　しかし、大正14年の架橋から一世紀近く経過した長潭橋は、幅員が狭く歩
道も無いことから観光シーズンには激しい渋滞が生じている。このことか
ら、新設橋を整備するものである。

計画延長：L=348m
道路幅員：車道5.5ｍ（2車線）　歩道2.0ｍ×２（両側）
橋梁形式：RCヒンジアーチ橋　L=55m

③現計画の全体計画（今回の再評価で変更する前の内容）

測量及び道路設計
用地取得・補償
橋梁下部工

橋梁上部工
道路改良工

道路改良工

平成29年度
（評価実施年度）

計画期間

総事業費

②事業概要

平成29年度　公共事業再評価調書

１．再評価調書      （区分）　国補 ・ 県単

事業名 道路事業［緊急道路整備改築事業（国補）］ 事業箇所 甲府市平瀬町～甲斐市吉沢 地区名 (主)甲府昇仙峡線（新長とろ橋） 事業主体 山　梨　県

平成28年度まで

当初計画 現計画

H24年度～H28年度 H24年度～H30年度

950百万円 －

（１）事業の概要

今回見直し予定

H24年度～H33年度

1,380百万円

なし

④特記事項

事業費

（２）評価項目［事業を巡る社会経済情勢等の変化］
　　（今回の再評価で変更がある場合、変更事項を説明するために必要な内容）

（３）評価項目［再評価時点の費用対効果分析］

③国等の方針変更

④上位計画・関連事業計画等の変更
「ダイナミックやまなし総合計画」（平成27年12月策定）
「山梨県強靱化計画」（平成27年12月策定）
「山梨県社会資本整備重点計画-第三次-」（平成27年12月策定）

なし

⑤自然環境条件等の変化

⑥その他
なし

50百万円

平成30年度以降

なし

なし

・再評価時計画における事業全体B/C（29年度）

老朽化した橋梁の架替事業のため未算出

①地域・住民の意向状況　②産業・経済情勢
　特別名勝に指定されている御岳昇仙峡の玄関口に位置する橋梁の建設であること
から、観光団体、地元住民、学識経験者、行政からなる長潭橋改修計画検討会を発
足させ、周辺環境を含めた観光資源の活性化へ繋がる整備計画を検討してきたが、
平成24年11月に土木学会推奨土木遺産となり、地域観光業の活性化への期待が高
まっている。

・事業採択時計画における事業全体B/C（24年度）

老朽化した橋梁の架替事業のため未算出
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　緊急輸送道路並びに景勝地での主要幹線道路であることから、事業期間を3
年間延長するとともに事業費を増額し、平成33年度の完成を目指す。

実　績

平成27年度 平成28年度

76.37.1 56.9 71.5

　長潭橋周辺整備計画策定のための地元住民及び観光協会との調整に日数を
要した。また、地権者の多くが大規模な観光施設を有していたため、移転に
係る交渉等に時間を要した。

7.2

94.7 100

実　績 86.4

H29の実績は見込み

２．再評価調書

④事業の進捗が順調でない理由

*事業着手年度又は再評価、再々評価実施年度

*平成24年度 平成25年度 平成26年度

（４）評価項目［事業の進捗状況及び見込み］

計　画 44.0

*平成29年度

4.0

算出方法

4.0

平成30年度

⑤今後の事業執行上の問題点

90百万円増

用地補償 130百万円増

⑦事業計画の変更の見込み・可能性（総事業費について記載）

内容 事業費

大規模仮設

　なし

⑥今後の事業の進捗の見込み（計画期間について記載）

休憩施設整備・道路改良

　事業用地はほぼ確保できたが、橋梁仮設工、休憩施設、旧橋（遊歩道）の
整備等に時間を要することから、完成は平成33年度になる見込み。

140百万円増

①これまでの計画変更等の概要

②施行済みの事業内容（（１）③「全体計画」に記載した内容と比較）

96百万円

平成28年度まで 平成29年度
（評価実施年度）

工事内容

測量及び道路設計
用地取得・補償
仮設工

橋梁下部工

長潭橋周辺整備計画の策定並びに、大型補償物件の用地交渉に約2年の不測の
日数を要した。
（平成27年度変更内容）
　完成年度　当初　平成28年度　→　変更　平成30年度

　支障木の伐採は必要最小限とし、環境保全、景観的な配慮から極力現存す
る樹木を残す計画とした。

計画事業費/総事業費×100

59.5 75.6
（5）評価項目［環境への配慮］

実施事業費/総事業費×100

計　画

(理由)

（7）評価項目［代替案立案の可能性］

（8）所管部の今後の方針 継 続 ・ 見直し継続 ・ その他（　　　　）

（6）評価項目［コスト縮減の可能性］

なし

なし

合計 430百万円増

旧橋補修 70百万円増

③進捗率（現計画に対する実績）

事業費 725百万円
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３．添付資料シート（１）

位置図

平面図

新長とろ橋一般図
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　添付資料シート（２）

①長潭橋（現橋） ②現橋幅員状況（幅員狭小、歩道無し）

④御岳昇仙峡（多くの観光客で賑わう）③整備イメージ
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　添付資料シート（3）

建物撤去前の状況 建物撤去後の状況

建物撤去前の状況 建物撤去時の状況
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